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1. はじめに 
1.1 背景 

世界的な情報機器の普及に伴い、IoT が SNS
をはじめとして、普通の生活に入り込み、それな
しの生活ができなくなりつつある。日本では 
Society 5.0 として対応が進められ、DX (Digital 
Transformation)が政府と産業界で日常的に使
われる言葉となっている。 

一方で、2020 年初頭からの地球を覆う新型コ
ロナ感染症の蔓延は、医療を始めとするすべての
分野にコロナ禍を初めとする深刻な影響をもた
らしている。例えば、教育においては、感染を防
ぐための遠隔授業が開始され、対面授業と共に行
うハイブリッド授業が検討・実施され始めており、
学習者と教職員などに新たな負担が生じている。 

従来から、情報処理機器については、開発・製
造する場所と使用する場所の地理的な乖離があ
り、コロナ禍は製品の輸送を停滞させた。各国の
インターネットなどの情報通信のセキュリティ
問題などと相まって、IT 基盤を成す機器の安定
的な供給が危ぶまれる状況となっている。実際、
産業界では、他の製品を含めて、国内生産にシフ
トする動きが出ている。 
1.2 目的 

将来に向けて IoT 社会を支える情報機器を、
国内で持続的に供給するために、IT 基盤を支え
る機器として、高性能な小型汎用 PC を設計、開
発、製造及び利用するプラットフォームの構築が、
プロジェクト AMATERAS (Advanced Massive 
Architecture of Technology, Education and 
Research Accelerating System )の目的である。 

開発した小型 PC の普及・展開により、教育・
産業・研究における安定的な活動が可能となる。

また、人材育成の研修プログラムを、小中学校、
高校、専修学校、高専などの若年層から行うこと
により、次代を支える IT 技術者の育成も合わせ
て行う。 

 
2. PC の現状 
2.1 現在普及しているアーキテクチュア 
 現在、PC に組み込まれているマイクロプロ
セッサとしては、Arm、x86、RISC-V などが普及
している。 

近年 RISC-V が注目されており、仕様がオープ
ンにされている。他のプロセッサが相当のライセ
ンス料や秘密保持契約を必要とするが、ライセン
ス料がかからないという特徴を持つ。 
2.2 各国の取り組み例 

IoT が進展する中で、マイクロプロセッサの開
発には高度で複雑な知識が必要であり、製造費用
が多額になる。 
 英国の Raspberry Pi（ラズベリーパイ、略称ラ
ズパイ）は、Arm プロセッサを搭載したシング
ルボード・コンピュータであり、英国のラズベ
リーパイ財団によって開発されている。一部の製
品は安価であり、日本でも高専ロボコンでのロ
ボット制御や教材としてよく使われている。 
 イタリアでは、Arduino（アルデュイーノ）と
いうワンボード・マイコンがあり、オープンな
ハードウェアとソフトウェアがまとまった統合
開発環境を持つ。日本では、実測や実験などに使
われている例がある。 

ほかにも開発されている例があるが、上記２つ
の共通点は以下の通りである。 
１）小型 PC の開発・製造は各国の IT 社会の将
来を支える必須技術であることから内製化して
おり、何らかの経済的支援が伴う。 
２）普及のためオープンソースの提供が多く、一
部はボランティア的な活動に支えられている。 
３）開発・製造には、高度な IT 人材が必要なた
め、国や財団の資金的な支援と共に、教育による
優秀な人材輩出がセットとして考えられている。 
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2.3 日本の現状 
IoT 社会に対応へ向けて、政府や経団連などが

人材育成について提言している 1,2)。文科省は
GIGA スクール構想を掲げており 3)、世界から立
ち遅れている現状を踏まえて、小中高校に 1 人 1
台の PC などの情報端末の環境を目指している。 

新型コロナ感染症の蔓延により、遠隔授業がス
タートして、次第に対面授業へ戻りつつある。国
立情報学研究所のフォーラム「４月からの大学等
遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポ
ジウム」4)では、各国の遠隔授業などの取り組み
が報告される中、授業のハイブリッド化が進んで
いることが明らかになっている。 

世界の経済が大きく揺らぐ中、国内の IT 機器
の調達、OS やアプリのソフトウェアの調達と更
新、インターネットを使う環境ではサイバーセ
キュリティ、維持・更新の経費などの課題がある。
また、学校に機器を実装して授業を行う側のス
タッフの能力と人数が必ずしも十分ではない。 
 新型コロナ禍の前からの 1人1台という考え方
に沿う例として、IchigoJam5)がある（図 1 参照）。
手のひらに乗せられる大きさの BASIC プログラ
ミング専用のこども向けのパソコンであり、テレ
ビとキーボードをつなげば、すぐ使える。千円台
で入手でき、公開されたファームウェア、回路図、
ガーバーデータを使って自作や改造することも
できる。 
 
3. 日本におけるこれからの IT プラット

フォームの考え方 
3.1 プラットフォームに必要な項目 
 これまでの背景と現状を考慮すると、今後の
IoT の多様な変化に対応するためには； 
１）経済や社会の活動に応えられる汎用性 
２）国内における持続的で安定した供給 
３）IT 機器の設計・製造を担う IT 人材の育成 
がプラットフォーム構築に必要と考えられる。 
3.2 AMATERAS で開発する小型汎用 PC 
 AMATERAS プロジェクトとして開発する小
型汎用 PC の条件として、以下を考えている。 
 

 
図 1  IchigoJam の本体 5) 

 

１）教育： 政府はすべての教育機関において
GIGA スクール構想を掲げて、IT 教育の充実と人
材輩出に注力している。低コストで高性能な PC
の提供が必要となる。 
２）産業： 設計から製造までの業務での使用を
考えている。例えば、製造工場内の高温の環境で
連続稼働する。 
３）研究： AI などの研究テーマに応じるが、
HPC(High Performance Computing)にも対応する。 

以上を満たすために、高性能、汎用性、スケー
ラビリティが必要となる。 
3.3 持続可能な管理・運営と継続的な改善 
 今回の新型コロナ感染症の影響を踏まえて、
IoT の 10～20 年後を考慮すると、国際的な緊張
や輸出入の関係に極力左右されない安定なプ
ラットフォームを構築すべきである。そのために
は安定した国内供給のために、設計・開発と、改
善を続ける人材育成を合わせるべきである。 
 例えば、プラットフォームの構築にあたり、技
術者を育成する教育機関の教育用PC を手始めと
して、段階的に開発・製造プロジェクトを進める。 
 
4. IT プラットフォームの構築プロジェ

クト AMATERAS 
4.1 AMATERAS の考え方 
4.1.1 ヴィジョン 

IT プラットフォームである AMATERASは IT
環境の格差の是正を通じて、世界の貧困をなくす
ことを目指す。先進国と発展途上国にある IT 格
差をなくして、SDGs、ESG を踏まえて、生活
を安定させる。また、世界中の一人一人に PC を
使ってもらい、生活する環境と質を改善する。 
4.1.2 ミッション 

AMATERAS の構築により、まず日本の IT 環
境を改善する。日本国内で設計・開発・製造・利
用することにより、地方創生や雇用創出を行い、
内需拡大にもつなげる。 

教育については、小・中学校、高校、専門学校、
高等専門学校（以下、高専）、大学など幅広い教
育機関を対象とし、研究・産業については IT が
関係する人と組織を対象とする。 

また、世界的に持続可能とするために不可欠な
オープンな考え方と活動を推進するためにオー
プンソースを展開する。現在、公平な IT 環境を
支えているオープンソースは難しい状況にある。
例えば、Java、Wikipedia、Firefox、Thunderbird
などオープンソースを無償で提供していたサー
ビスは積極的な募金を呼び掛けている。 

この状況に鑑みて、2020 年 4 月頃から有志に
声がけして、活動体制を組み立てており、本格的
な活動は始まったばかりである。ここまでの全体
的な会議で議論された全容を以下に述べる。 

 



4.2 プロジェクト AMATERAS 全体の構成 
4.2.1 全体の構成 

教育を主とした STEP１から順次 STEP５まで
で構成される。 

開発する小型PC のハードウェアのブロック図
と本体イメージを図 2、3 に示す。STEP1 は、ポー
タブル PC として、サイズ 130x110x25mm、SSD(～
2Tbyte)、モニタは既存の TV、ディスプレイを使
用するが、スマホやタブレットも使える。 

ベース基板を各ステップで共通に使い、SIP 
(Session Initiation Protocol)をステップに応じて組
み替える。基板と SIP のバリエーションを組み合
わせることにより、用途の汎用性が生まれる（図 
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図 3 ハードウェア本体のイメージ図 
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図 4 AMATERAS-SIP のバリエーション 

4 参照）。SIP、ベース基板の回路図、ガーバーデー
タ、部品表はすべて公開する。 

現在普及している Raspberry Pi と、計画時点で
比較した性能を表１に示す。STEP1 では Arm を
採用するが、STEP2以降ではRISC-V を採用する。
これによりライセンス料が不要となる。 

ソフトウェアについては、OS は Linux と
Android、アプリケーションとしては、Libre Office
を採用する。いずれもオープンソースであり、教
育に必要な IT 環境を実現できると考えている。
アップデート費用などが掛からず、セキュリ
ティ・パッチを適用することにより、安定したソ
フトウェア管理が行える。ソースコード、開発環
境を公開し、日本語のサポートページも用意する。 

ブラウザについては、Chrome、Firefox などが
使用できる。言語は、C、C++が Linux に標準で
付いている。 

教育においては、研修プログラムを準備中であ
る（後述 4.2.3）。 
 

表 1 AMATERAS で開発する小型 PC と現在 

 普及している Raspberry Pi との比較 

RaspberryPi 4 AMATERAS-
01

AMATERAS-
02

AMATERAS-
03

AMATERAS-
04

CPU ARM64 x ４ ARM64 x 6 RISC-V64 
8~10

RISC-V64
10~

RISC-V64 
1024~

ストレージ uSD uSD/32GByte eMMC/M.2 SATA SSD
トリプルストレージ

RAM LPDDR4 4GByte DDR4 8G or 16G SODIMM x 2

FPGA × × × ○ ○

GPIO GPIO UART I2C SPI I2S PWM など

産業利用 ×(※１) ○ ○ ○ ○

IOの拡張 △
GPIO40ピン接続

SIP及びBase基板は完全仕様公開
学校や企業で独自設計・開発・販売可能

CAMERA、
Display
(DSI)

RaspberryPi互換

※１ RaspberryPi CM は、産業利用可能だが、周辺が一切搭載されていない。
赤文字は優れている項目

 
 

表 2 ５つの STEP のゴール 

 ゴール 備考 

STEP1 
教育用 
将来を見越したフレー
ムワークの構築 

GIGA スクールへ
の対応 

STEP2 RISC-V 化 
GIGA スクール、 
研究・産業への対
応 

STEP3 FPGA 内蔵 
汎用性のある高機
能化 

STEP4 
1000 コアを超える SoC
の実現 

HPC (High 
Performance 
Computing)へ対応 

STEP5 

スーパーコンピュータ、
放射光施設等の支援、量
子コンピュータの実現
への支援 

HPC への対応 

 



4.2.2 ５つの STEP1～5 について 
現時点で議論されている各ステップについて、

それぞれのゴールを表２に示す。 
１）STEP1 
 10～20 年程度の将来を見越した活動のフレー
ムワークを構築する。例えば、普遍的な開発言語
の採用や、限界性能測定によるボトルネックの抽
出と次世代へ向けた対策などを行う。 

STEP1 における実機は、主として教育用に使
われることを考えている。教材の開発も合わせて
行う。例えば、遠隔授業システムへの組み込み（後
述 4.2.4）や Python の開発環境構築によるプログ
ラミング学習である。 
２）STEP2 

RISC-V を採用し、拡張命令についての検討を、
MMU や割込みコントローラなどマルチコア対
応、帯域問題対応などについて行う。 

STEP1～2 までは、教育一般と産業・研究の基
本的なニーズに対応する。エッジ・コンピュー
ティングにも使えると考えられる。 

また、安定的な供給のために、部品終息対応と
して、後継部品での設計変更を行う。 
３）STEP3 
 FPGA を内蔵して、多様性の確保を目指す。主
として産業・研究のより高度なニーズに対応する。
例えば、LSI にて処理を行う事による超高速リア
ルタイム AI 処理や、画像処理、センサ処理によ
る高速処理を実現する。電動自動車の繊細モータ
制御、回生ブレーキなどへの対応を目指す。 
４）STEP4 
 1000 コアを超える SoC の実現を目指している。
バスボトルネックへの対応やマルチバスアーキ
テクチャによる帯域の分散化などが必要となっ
てくる。 
 なお、STEP2~3で育成した人材を活用するが、
産学の関係機関との連携が必要である。 
５）STEP5 
 

例：紙幣・硬貨整理機

メインCPU基板

各モジュール
CPU+I/F

各モジュール
CPU+I/F

各モジュール
CPU+I/F

センサ

カメラ

モータ

ソレノイド

ディスプレイ

研究 開発 設計 品質 生産

商品（機械）の電気・電子的構成
特徴：CPUを多用、通信（内部バス）、外部
との通信、マン/マシンI/F,センシング処理等

職種

レベル

一人で出来る

創造が出来る

専門家として社外
からも認知される

指導を受けながら 新人

主任・係⾧クラス

技師レベル

スペシャリスト
（博士号・技術士

弁理士・etc）

産業界が求める人材：創造が出来る事（特許が取れる）

企業に入って“伸びる人材”

必要な知識
・センシング
・制御
・画像処理
・グラフィック
・マン/マシン
・アクチュエータ

ロジック回路が分かっている事
加算器・乗算機がロジック回路で作れる。
＝＞FPGAの開発

アナログ回路が設計できる センシング回路が出来る
センサ開発が出来る

OSが理解できている 組み込み系の機器が開発できる
リアルタイムモニタなどが開発可能

Driverソフトを実装できる Linux Driverのソフト実装が出来る
新しいデバイス開発の即戦力

必要なスキル

アマテラスを利用、必要なスキルを磨く。
海外企業に勝てる人材育成 議題

商品が出来るまで
１．商品企画

４．レビュー・試作

６．検証・テスト

８．生産

開発部門（機械・電気・ソフト）
営業部門・商品企画・保守部門

開発部門（機械・電気・ソフト）
製造部門

開発部門（機械・電気・ソフト）
品質保証・製造部門

開発部門（機械・電気・ソフト）
品質保証・製造部門

 
図 5 製品の開発・製造と人材のスキル 

 さらに多くの 4096 コアあるいは量子コン
ピュータの実現に寄与することを目指す。STEP4
での連携の枠組みを活用する。 
4.2.3 人材育成について 
 持続的な活動のためには、開発・製造・維持・
管理を行う人材が必要である。日本における IT
人材の不足が続いている中 6)、LSI 設計者もまた
少ないと言われている。 
 産業界が必要としている電気・電子・情報系の
人材については、例として、紙幣・硬貨整理機が 
できるまでの過程とスキルについて図 5 に示す。 

スキルについては； 
１）ロジック回路が分かる 
２）アナログ回路が設計できる 
３）プログラミングができる 
４）OS が理解できている 
５）ドライバソフトを実装できる 
が挙げられる。 
 ここでは、15～22 歳の技術者を毎年約 1 万名
輩出する高専を対象としての研修プログラムを
提案する。 
 高専は中学校卒業生が入学する準学士課程 5
年、続く専攻科課程 2 年からなり、前者について 
 

表 3 舞鶴高専電気情報工学科の科目の内で
AMATERAS 利用が可能な科目 

防災リテラシー
電気情報概論

電気回路
電気基礎
情報基礎
メディアリテラシー
交流回路Ⅰ
交流回路Ⅱ
Ｃ言語
電気情報工学実験ⅠＡ
電気情報工学実験ⅠＢ
情報数学
回路理論
電気磁気学Ⅰ
電気磁気学Ⅱ
アナログ回路
ディジタル回路
アナログ信号処理Ⅰ
アナログ信号処理Ⅱ
インターフェースⅠ
インターフェースⅡ

創造工学
工学基礎研究
インターンシップ
インターンシップ
ネットワーク論Ⅰ
数値計算法
ネットワーク論Ⅱ
電気機器Ⅰ
電気機器Ⅱ
ディジタル電子回路
応用数学ⅠＡ
応用数学ⅠＢ
応用数学ⅡＡ
応用数学ⅡＢ
システム工学
計測概論
建築論Ⅱ
応用測量学Ⅰ
建設振動学
耐震工学
電気情報工学実験ⅣＡ
電気情報工学実験ⅣＢ
卒業研究
インターンシップ
インターンシップ

Ｃ言語実習
数値解析実習
電気情報工学実験ⅡＡ
電気情報工学実験ⅡＢ
情報理論
応用物理Ⅰ
応用物理Ⅱ
建築論Ⅰ
環境工学ⅠＡ
環境工学ⅠＢ
数値解析Ⅰ
過渡現象論
電気磁気学Ⅲ
ディジタル信号処理
電子工学Ⅰ
電子工学Ⅱ
論理回路
通信工学
電気情報工学実験ⅢＡ
電気情報工学実験ⅢＢ

エネルギー工学Ⅰ
エネルギー工学Ⅱ
制御工学Ⅰ
制御工学Ⅱ
半導体工学
オペレーティングシステム
Ⅰ
オペレーティングシステム
Ⅱ
伝送工学
電磁気計測
画像処理
シミュレーション工学Ⅰ
シミュレーション工学Ⅱ
工業英語
情報システム論
情報学
マリンエンジニアリング
電子物理

青字がアマテラスが利用できる授業

 
 

表 4 舞鶴高専電子制御工学科の科目の内で
AMATERAS 利用が可能な科目 

防災リテラシー
電気基礎Ⅰ
電気基礎Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅱ
情報基礎
電子工学Ⅰ
電子工学Ⅱ
製図基礎
プログラミングⅠ
電子制御実習

電子回路Ⅰ
電子回路Ⅱ
力学Ⅱ
水力学Ⅰ
熱力学Ⅰ
計算機工学Ⅰ
計算機工学Ⅱ
制御工学Ⅰ
Ｃ Ａ Ｄ 演習ⅠＡ

Ｃ Ａ Ｄ 演習ⅠＢ
電子制御実験

情報処理Ⅳ
応用物理Ⅰ
応用物理Ⅱ
力学Ⅰ
材料力学Ⅰ
建築論Ⅰ
環境工学ⅠＡ
環境工学ⅠＢ
数値解析Ⅰ
電気磁気学Ⅰ
電気磁気学Ⅱ
計測工学Ⅰ
振動工学Ⅰ
制御工学Ⅱ
制御工学Ⅲ
創造設計プロジェ
クト
機械工学実験
インターンシップ

インターンシップ
熱力学Ⅱ
数値計算法
電気機器Ⅰ
水力学Ⅱ
電気機器Ⅱ
ロボット工学Ⅰ
通信工学
ディジタル電子回路
応用数学ⅠＡ
応用数学ⅠＢ
応用数学ⅡＡ
応用数学ⅡＢ
システム工学
計測概論
材料力学Ⅱ
建築論Ⅱ
応用測量学Ⅰ
建設振動学
耐震工学
振動工学Ⅱ

Ｃ Ａ Ｄ演習ⅡＡ
Ｃ Ａ Ｄ 演習ⅡＢ
Ｃ Ａ Ｄ 演習ⅡＣ
制御工学実験

卒業研究
インターンシップ
インターンシップ
論理回路
システム制御Ⅰ
システム制御Ⅱ
計測工学Ⅱ
ロボット工学Ⅱ
アクチュエータ工学
電磁気計測
画像処理
シミュレーション工
学Ⅰ
シミュレーション工
学Ⅱ
技術英語
情報学
マリンエンジニアリ
ング
電子物理青字がアマテラスが利用できる授業  



はモデルコアカリキュラム（MCC、Model Core 
Curriculum）の中で、情報系で習得すべき内容が
ミニマムとして列挙されている 7)。 
 各高専は MCC を参照して、カリキュラムを設
計しシラバスを作成して講義・実習を行っている。
例として、舞鶴高専の電気情報工学科 8)と電子制
御工学 9)の科目構成において、AMATERAS が利
用できると考えられる授業を表 3、4 に示す。こ
れらを通じて、技術者としてのスキルを修得する
ことが可能と考えている。 
 AMATERAS においては、STEP1 において教育
用の小型 PC を開発するが、前出の科目内容に合
わせた仕様を策定して、プロトタイプを高専に提
供して、使用によるフィードバックを得て改良に
結び付ける。 
 高専の教員は教育と共に研究も行っている。卒
業研究・専攻研究で、研究・産業を対象とした
STEP2～3 の小型 PC を使用する際に、IT 人材を
育成することができる。IT に携わる他機関と共
に、この人材を活用して STEP4 以降に進むこと
を目指す。 
4.2.4 遠隔授業について 
 コロナ感染症のために、世界的に遠隔授業が行
われている。一方、実験・実習では、設備・機器
を用いた対面形式が必要であり、今後はハイブ
リッド型の授業に移行する可能性が大きく、これ
を実現するシステム構築が必要である。 
 遠隔授業システムは； 
１）PC、オーディオなどのハードウェア 
２）文書作成、科学技術計算などのソフトウェア 
３）ルータ、ネットワークなどの通信機器、 
４）授業コンテンツなどのデータ・ストレージ 
から構成される。 
 STEP1 で開発した小型 PC を組み込んだ授業シ
ステムは、今後、企業研修や国際会議を初めとし
て、コミュニケーションの手段として幅広く使う
ことができる。 
4.3 IT 基盤の構築のための活動 
4.3.1 活動体制 
 小型高性能 PC の設計・製造には、高度なノウ
ハウと多額の経費が必要であり、持続するために
は人材育成を合わせて考えねばならない。そのた
めには産学民の連携が必要であるが、過去に同様
のプロジェクトが不調に終わっていることから、
非営利の組織が全体を統括するように NPO 法人 
AMATERAS を設立中である。 

これまでの活動としては、NPO 法人日本アン
ドロイドの会 OSAWGi)、国立高専の高専研究
ネットワーク「高専に適した研究・学習用小型コ
ンピュータボードの研究ネットワーク」ii)が 2020
年 4 月頃から協働している。教育、研究、産業の
関係者約 20 名から構成されており、これらの３

つに応じた WG と仕様を策定する WG が設置さ
れている。 
4.3.2 運営方法 

大きな流れとしては、まず使用者が使い方や必
要とする性能を提示して、仕様の策定が行われる。
次に設計・製造した小型 PC を現場で使用して頂
いて、フィードバックを得て改良に結び付ける。
参加各組織と活動の範囲を図 6 に示す。 

小型 PC は、まず教育、次に産業・研究を対象
と考えているが、すべての WG で情報共有して
意見を取り入れながら進める。産業。研究用の開
発の際には、関連する組織とより広く連携する必
要がある。現時点で考えられる AMATERAS の教
育・研究・産業での役割を、仕様策定 WG を含
めて表 5 に示す。 
 製造については、国内で企業のアライアンスを
構築してEMS(Electric Manufacturing Service)
と同様のPMS(Product Manufacturing Service)
を北近畿地域で構築するための活動を京都府の
産業振興局と進めている。これによる国内での安
定した供給の道筋を考えている。 
4.3.3 情報の展開について 
 現時点でのインターネット上の情報は、HP10)

と Wiki11)により行われている。OSAWG の高専
研究ネットワークの既存のチャネルと共に、設立
する NPO がそれぞれ情報を展開する。例えば、 
2020 年 11 月 21 日に、日本 Android の会が主催
して、Android Bazaar and Conference Diverse 
2020 Autumn12)において、デジタル改革担当大
臣、総務省総務審議官ほかの基調講演と合わせて、
共著者 2 名が OSAWG 代表として AMATERAS
についての基調講演、福井支部⾧として講演を
行った。資料も掲載されているので参照されたい。 

また、口頭発表・講演、論文については各組織
の定期的会議や関連学協会誌のほか、国内外の国
際会議（例えば、高専では ISTS iii)、ISATE iv)な
ど）などで発表する予定である。 

 
設計 製造 販売 使用 管理 廃棄

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4

STEP5

参加組織の主な活動範囲
□ NPO AMATERAS     
□ 高専研究ネットワーク「高専に適した研究・学習用小型コンピュータボード

の研究ネットワーク」
□ NPO日本Androidの会 OSA-WG
□ 独自あるいは外部の資金による個別のプロジェクト
個別プロジェクトは、内容に応じたネットワーク組織となり、各WG間で情報共有
する。  

図 6 参加各組織の活動範囲 

 



表 5 AMATERAS の教育・研究・産業での役割 
教育WG 研究WG 産業WG 仕様策定WG

STEP1

・高専低学年授業

・小中学校・高校の授
業

・高専卒業研究・専
攻研究

産業機器の制御
ポータブルPC
タブレット、スマホ

ARM

STEP2

・高専卒業研究・専攻
研究

・高専研究者
・企業との共同研究

産業機器の制御
ポータブルPC
タブレット、スマホ

RISC-V
ARMはライセンス料
が高い

STEP3

・高専卒業研究・専攻
研究
FPGA（AI、画像音声）

・高専研究者
・企業との共同研究

ポータブルPC
タブレット、スマホ

RISC-V

STEP4

・高専卒業研究・専攻
研究
スパコン１Node規模

・高専研究者
・企業との共同研究

RISC-V

STEP5

・高専研究者 量子コンピュータ

 
 
5. おわりに 

高性能な小型汎用 PC を開発・製造して、人材
育成を含めた持続的な IT プラットフォームを構
築するプロジェクト AMATERAS の立ち上げと
現状について述べた。 

日本と取り巻く現状と IT プラットフォームに
ついての考え方をまとめて、小型 PC の性能と役 
割などを 5 つのステップに分けた上で、人材育成
について、高専を例として示している。 

現在、NPO AMATERAS を設立するとともに、
幾つかの助成申請を行っている。また、小型 PC
の製造については、京都府中丹広域振興局 13)の
支 援 を 頂 い て 、 北 近 畿 地 域 に PMS (Product 
Manufacturing Service)として、名称「北京都 PMS」
のアライアンスを構築中である。 
 
謝辞：本プロジェクトを進めるにあたり、NPO
日本アンドロイドの会 OSAWG のメンバーおよ
び高専研究ネットワーク「高専に適した研究・学
習用小型コンピュータボードの研究ネットワー
ク」のメンバーの方々には、貴重なご意見を頂き
ました。ここに厚く謝意を表します。 
 
参考文献 
1) 文部科学省、デジタルを活用した大学・高専教育高度

化プラン（Plus-DX）ロジックモデル①②、https://www. 
mext.go.jp/content/20201014-mxt_kaikesou02-000006043
_2_09.pdf、(2020 年 10 月 14 日) 

2) 一般社団法人日本経済団体連合会イノベーション委
員会、EdTech 推進に向けた新内閣への緊急提言～
With/Post コロナ時代を切り拓く学びへ～（概要）、
https://www.keidanren.or.jp/policy/2020/082.html、 (2020
年 9 月 18 日) 

3) 文部科学省、GIGA ( Global and Innovation Gateway for 
All )スクール構想の実現へ、https://www.mext.go.jp/ 
content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf、(2020
年 11 月 13 日) 

4) 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構国立
情報学研究所、https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/、
(2020 年 11 月 15 日時点) 

5) IchigoJam 公式サイト、https://ichigojam.net/、(2020 年
11 月 16 日時点) 

6) 独立行政法人情報処理推進機構（IPA）社会基盤セン
ター、IT 人材白書 2020、(2020 年 8 月 31 日) 

7) 国 立 高 等専 門 学 校 モ デルコ ア カ リキ ュ ラ ム 、
https://www.kosen-k.go.jp/Portals/0/MCC/mcc2017all.pdf 、
(2020 年 11 月 21 日時点) 

8) 高専 Web シラバス、舞鶴工業高等専門学校  電気情
報 工 学 科 、 https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/Public 
Subjects?school_id=26&department_id=12&year=2020&l
ang=ja、(2020 年 11 月 25 日時点) 

9) 高専 Web シラバス、舞鶴工業高等専門学校  電気情
報 工 学 科 、 https://syllabus.kosen-k.go.jp/Pages/Public 
Subjects?school_id=26&department_id=13&year=2020&l
ang=ja、(2020 年 11 月 25 日時点) 

10) 情報公開先 HP、http://amateras.tech/、及び http: 
//osawg.android- group.jp/、 (2020 年 11 月 22 日時
点) 

11) 情報公開先ウィキペディア、http://osawg.android-group. 
jp/wiki/index.php/、(2020 年 11 月 22 日時点) 

12) Android Bazaar and Conference Diverse 2020 Autumn、
https://japan-android-group.connpass.com/event/192378/ 、
(2020 年 11 月 25 日時点) 

13) 京都府 中丹 広域 振興局 、https://www.pref.kyoto. jp/ 
chutan/、(2020 年 11 月 25 日時点) 

 
註 
i) NPO 日本 Android の会は、Android に興味を持つ人

が集まるユーザーコミュニティであり、Android の
普及を促進し、ビジネス系、技術系、デザイナー系
の人たちに対して Android の注目度を上げることを
目的としている。OSAWG はその中の WG の一つで
ある。URL: http://www.android-group.jp/(2020 年 11
月 24 日時点)より）。 

ii) 高専研究ネットワークとは、高専機構本部の研究推
進・産学連携本部が募集した、高専教員および産官
民からのメンバーからなるネットワークである。趣
旨としては、複数のキャンパスや組織で、より広域
な活動を目指している。 

iii) ISTS (International Seminar on Technology for Sustain 
-ability)は、高専機構が包括的学術交流協定を締結し
ている海外の高等教育機関と連携し、学生の英語コ
ミュニケーション能力の向上、グローバルリーダー
シップの育成及び国際感覚の養成を目的として、
2011 年度から海外で実施している学生主体の国際
セミナーであり、2016 年度より ISTS の活動を効果
的に推進するために、国内において JSTS（Japan 
Seminar on Technology for Sustainability)というセミ
ナーを ISTS に先立って開催している。双方ともに
学生の参加が多い。URL: https://www.kosen-k.go.jp 
/about/global/ists/、(2020 年 11 月 24 日時点) 

iv) ISATE（International Symposium on Advances in 
Technology Education)は、学術交流協定を締結す
るシンガポールのポリテクニック 5 校、香港職業訓
練協議会と共催される国際シンポジウムである。本
シンポジウムでは総合的・多角的視点から工学教育
のさらなる発展を目指し、実践技術者工学教育に関
する議論や情報交換が行われる。教員の参加が多い。
URL:https://www.kosen-k.go.jp/about/global/isate
/、(2020 年 11 月 24 日時点) 

(2020.12.11 受付) 


